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【魚群分布】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漁業調査船「くろしお」で４月 21 日に長門市沖で魚探調査を実施しました。

その結果、魚群反応はほとんど無く、弱い反応が黄波戸沖や向津具半島沖で見

られただけでした。なお、調査時の表層水温は 15.4～16.4℃、50m 深水温は

14.95～15.51℃でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【各地の漁況】 

 ・長崎県（4月 10～16 日）：五島奈留地区のケンサキイカ釣り漁は 1日 1

統あたり 12kgの水揚げで前年（22kg）を下回った。北松南部地区の中小型

まき網漁はカタクチイワシなどが 1日１統あたり 13トンで前年（11トン）

を上回った。（長崎県総合水産試験場漁海況週報） 

 ・鳥取県（4月中旬）：まき網の漁獲量はマアジが 376 トンで前年（23 ト

ン）を上回った。（鳥取県水産試験場漁海況旬報）
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山口県水産研究センター 外海研究部  〒759-4106 長門市仙崎 2861-3 
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【海鳴りネットワーク ホームページ 】 

http://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a16500/uminari/uminari-top.html 

 

図 魚群分布の概要(○は弱い反応が見られた場所を示す) 



 

 


